
祝
新潟市青少年育成協議会設立60周年
記念式典・講演会・パネルディスカッション

新潟市青少年育成協議会
設立60周年記念事業実行委員会

期　日　　令和２年11月28日（土）13：30～16：35
会　場　　白根学習館　ラスペックホール
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新
潟
市
青
少
年
育
成
協
議
会
は
、
昭
和
35
年
に
青
少
年

の
健
全
な
育
成
を
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す
市
民
運
動
の
推
進
母
体
と
し
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発
足
し
ま
し
た
。
本
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に
ご
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力
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方
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な
ら
び
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に
ご
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賜
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迎
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。
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各
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区
青
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年
育
成
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家
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な
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各
地
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で
様
々
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活
動
を
推
進
し
、
あ
わ
せ
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大
人
に
な
る
た
め
の
過
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と
い
え
る
青
少
年
を
支
援
し
、
市
民
の
皆
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高

め
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と
を
目
的
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行
っ
て
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。

　
本
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広
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わ
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非行・被害防止キャンペーンわたしの主張新潟市地区大会



記念式典　13：30～13：45
� 〈全体司会〉新潟市青少年育成協議会　理事　五十嵐　陽子

１　開会の挨拶　　　　新潟市青少年育成協議会　会長　　関川　弘雄

２　来 賓 祝 辞　　　　新　潟　市　長　　　　　　　　　中原　八一　様

３　来 賓 紹 介

講 演 会　13：50～15：10

演題

What’s  NiiGATA
  ～みんなで笑顔あふれる新潟をつくろう～

� 講師　　肥田野　正明　様

講師紹介
　新潟の将来のまちの姿を思い描き、夢の実現に向けて行動する「志民委員会N―Vision

プロジェクト」事務局長。新潟駅・万代まちなか空間、やすらぎ堤・西港・鳥屋野潟の

水辺空間のまちづくりを展開しています。

休　　憩　15：10～15：20



パネルディスカッション　15：20～16：30  

テーマ　「家庭・学校・地域がワンチームで子どもを育てる」

　ゲーム障害やいじめ問題等、子どもたちを取り巻く環境や問題が大きな社会問題となっ

ている昨今、家庭・学校・地域が、互いに連携して対応することが極めて大切です。しか

し、実行となるとそれぞれの役割の不明瞭さや連携する上での課題も見えてきます。その

課題をどう乗り越えていくのか、家庭・学校・地域それぞれの代表者から意見をお聞きし、

みんなで考えます。

コーディネーター　新潟大学教職大学院　准教授	 雲　尾　　周　様

パネラー　　　　　新潟市小中学校PTA連合会　副会長	 長谷川　　瑞　様

　　　　　　　　　新潟市青少年育成協議会　副会長	 郷　　扶二子　様

　　　　　　　　　新潟市立石山中学校　校長	 阿　部　　修　様

　　　　　　　　　志民委員会　事務局長	 肥田野　正明　様

閉　　会　16：35



１　目　　　的
　青少年の健やかな成長を促進するために、地区における諸活動を推進するとともに、青少年
理解への市民の意識を高めることを目的とする。

２　設立の経緯
・�昭和32年ころ　青少年非行が目立つにつれ、大人が子どもたちに声をかけることで非行防止
を図ろうと市内の各組織で「愛の一声運動」が起こり、そのうち数地区で補導協議会が組織
された。それに伴い、全市的な協議会の結成について検討が始まった。
・昭和33年　新潟市青少年補導協議会の結成
・昭和34年　いつくしみの鐘設置
・昭和35年８月５日　新潟市青少年育成協議会発足

３　組織について
　地域教育推進課内に事務局を置き、市内51
地区の青少年育成協議会から構成される。

４　主な事業内容
・わたしの主張新潟市地区大会の開催
・新潟市青少年健全育成講演会の開催
　（青少年育成10団体の事業として）
・非行・被害防止キャンペーンの実施
　（青少年育成10団体の事業として）
・社会環境実態調査の実施
・広報誌「絆」の発行

５　組　織　図

いつくしみの鐘について
　青少年の健全育成と非行防止を願い、当時190万円
の募金で昭和34年に旧市役所屋上に設けられた鐘
【経緯】　
・�昭和33年10月　�新潟市青少年補導協議会において

「愛の鐘」建設発議
・昭和34年１月　「愛の鐘」建設委員会発足
・昭和34年２月　募金運動を開始
　鐘名を公募し「いつくしみの鐘」に決定　
　鐘のメロディの歌詞も市民から公募し決定　
　○募金金額　　190万円　
　○募金総数　　365通
　○応募歌詞数　274通
・�昭和34年７月23日　「いつくしみの鐘」が旧市役
所屋上に設置され、毎日午前７時、午後８時、午後
10時にスピーカーでメロディーを流す（29年間）
・平成元年市役所移転に伴い廃止
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